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市でもある｡ このような事実が､ レプキスを特に考古・建築学的研究において ｢ローマ化した





し､ 北アフリカ､ イベリア半島､ シチリア島､ サルディニア島などに交易港をつくった｡ この
フェニキア人の西方植民活動については､ スペインの考古学者オーベの著作 『フェニ
キア人と西方』 に詳しい｡ 結果的に彼らの植民活動はカルタゴを中心とするものになり､ それ
らはキプロスやクレタからジブラルタルまで､ さらに地中海を超えることもあった (地図①)｡
よく知られるように､ 古代地中海における航海は反時計回りの海流に沿って行われた｡ 最初







(栗田伸子､ 佐藤育子 『通商国家カルタゴ』 講談社､ 2009年､ 160頁を修正)
レプキス・マグナ
オーベは､ 西地中海世界におけるフェニキア人の植民活動を立地の上で三つに区分している｡






交易のみを行い植民には至らなかった､ ｢プレ植民段階｣ として位置づけられている｡ 交易の
みを行ったために考古資料が残らなかったと説明されるのだ｡
オーベはこの ｢プレ植民段階｣ 説に批判的だが､ ギリシア人の植民活動との対比で考えた場





時代が､ 東地中海世界の大きな画期であったという事実がこの ｢プレ植民段階｣ 説の説得力を
支えていると述べており､ 本論ではこの ｢プレ植民段階｣ があったと想定し論を進めていく｡

























次は ｢西地中海｣ である｡ オーベは主にスペイン南部のアンダルシア沿岸と､ イビサ島を取








































外国人にはかつてなかったことだ｡ そして市民権も与えられた｡ というのは､ 彼の生国はガデ
スであったが､ 彼はその大伯父バルブスともども市民権を与えられたからだ｡ それからまたこ
ういう珍しいことがある｡ というのは､ 彼のわが国の著述家たちが､ 上述した町々は彼によっ
て征服されたものとしてその名を伝え､ そして次のように述べたことである｡ すなわち､ 彼自
身の凱旋行進において､ キダムスとガラマを除く､ すべての種族と都市の名と画像が運ばれ､
その順序は次のようであったと｡ それはタブディウムの町､ ニテリス種族､ ミルギス・ゲメラ
の町､ ブベイウムの種族あるいは町､ エニピ種族､ トゥベンの町､ 黒山として知られている山､
ニティブルム､ ラプサと呼ばれる町々､ ウィスケラ種族､ デクリの町､ ナタブル河､ タプサグ
ムの町､ ダレバリ河､ それからパラクム､ ブルバ､ アクシトゥ､ ガルサ､ バラ､ マクサラ､ キ
















ニウスだけだが､ ガラマンテスについてはヘロドトスもリビア (アフリカ) について解説する
際に言及している｡
｢アンモン人につづいて､ 砂の台地をさらに十日進んだところに､ アンモン人の土地にあるの











冬季の日の出方向へとると､ ４日目にアウギラ市へ着く｡ この場所はアンモンに似て､ やし樹
が育ち水も豊かである｡ ここはキュレナイア地方から見て南方の内陸にあたり､ 100スタディ












はいかなる人間も避け､ 誰とも交際せず､ また武器類は一切持たず､ 自衛の手段も知らない｡｣
ヘロドトスは､ アウギラという土地の近くに住むナサモネス人について述べた後､ ｢さらに
南にも人間が住んでいる｣ といささか驚きを込めて記し､ ガラマンテス人をあたかも ｢野蛮人｣






マンテス族の土地があり､ カルタゴ石をここから運び出す｡ 話によると､ この部族は大洋オケ
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うな ｢砂漠に住む野蛮人｣ であったわけではなく集約的灌漑農業を営んでおり､ そこでは小麦､
ぶどう､ オリーヴ､ ナツメヤシが育てられていたという｡ このようにガラマンテスの地は当
時の地中海世界に住む人々の中に具体的なイメージを持って存在していたとは考え難い｡









地があり､ そこからカルタゴ石を運び出すと述べている｡ プリニウスによると､ カルタゴ石と
は赤い色をした瑪瑙の一種で､ 中でもインド紅玉とガラマント紅玉と呼ばれる種類の価値が高









































輸入元 21  11 	 12 	
ギリシア世界 黒・赤釉陶器 (５)､ アンフォラ (２) アンフォラ (５) シギラタ (３)
イタリア 黒・赤釉陶器 (９)､ アンフォラ (７) シギラタ (24)









ラボンが､ ｢アンモン､ アウギラ…｣ の順でサハラについて語るのは､ 古代においてシーワ・
オアシスがこの地域一体の中心だったためであり､ ガラマンテスの地はそれらオアシス・ネッ

























 栗田伸子､ 佐藤育子 『通商国家カルタゴ』 講談社､ 2009年､ 90"96頁｡
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とのネットワーク―｣ 『駒澤大学文學部研究紀要』 第66号､ 2008年､ 89頁｡
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